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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年7月17日(2008.7.17)

【公表番号】特表2008-502448(P2008-502448A)
【公表日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2008-004
【出願番号】特願2007-527708(P2007-527708)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/56     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/56    　　　　
   Ａ６１Ｆ   2/44    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月21日(2008.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脊椎運動セグメントを安定化するためのシステムであって、
　少なくとも２つの椎体間の距離にわたる寸法の細長い引張部材であり、貫通した内部通
路を有する可撓性のある管状のスリーブを含み、前記内部通路が前記スリーブ長の少なく
とも一部分に沿って圧潰性があり、また少なくとも２つの椎骨のそれぞれに係合可能な一
対のアンカーに係合可能であり、係合したときに、前記アンカーの対が互いに離れるよう
に変位するのを制限することができる引張部材と、
　前記細長い引張部材の前記通路内に配置可能な圧縮部材であり、その中に配置されたと
き前記圧潰性の通路部分を少なくとも部分的に復元する寸法の横断面を含み、また前記ア
ンカー間に少なくとも１つの圧縮可能部分を含み、さらに、前記アンカーの対の相互方向
への変位を制限できるように、前記アンカーの対の間に延び前記アンカーの対に接触する
寸法であるその両端部間長さを有する圧縮部材と
を備えるシステム。
【請求項２】
　前記圧縮部材が、前記剛性部分の隣接するそれぞれの間にあるいくつかの圧縮可能部分
により互いに分離されるいくつかの剛性部分を含み、前記剛性部分および前記圧縮可能部
分が、前記引張部材の前記通路内に受け入れられる、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　脊椎運動セグメントを安定化するためのシステムであって、
　少なくとも２つの椎体間の距離にわたる寸法の細長い引張部材であり、貫通した内部通
路を有する編み組みされたポリマーのスリーブを含み、少なくとも２つの椎骨のそれぞれ
に係合可能な一対のアンカーに係合可能であり、係合されたときは、前記アンカーの対が
互いに離れるように変位するのを制限することができる、引張部材と、
　前記細長い引張部材の前記通路内に配置可能な圧縮部材であり、前記アンカー間に少な
くとも１つの圧縮可能部分を含み、さらに、前記アンカーの対の相互方向への変位を制限
できるように、前記アンカーの対の間に延び前記アンカーの対に接触する寸法である両端
部間長さを有する圧縮部材と



(2) JP 2008-502448 A5 2008.7.17

を備えるシステム。
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